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みんなで話し合ってみよう 小松島南中

２年 Ｐ１０１

四角形の内角の和は３６０°

３６０－（３５＋６０＋５０）＝３６０－１４５＝２１５

∠ｘ＝３６０－２１５＝１４５°

一つの外角はその隣にない二つの内角の和に等しいので５０＋６０＝１１０

∠ｘ＝１１０＋３５＝１４５°

上の三角形で一つの外角

∠ｘの線より上は３５＋∠ａ

同様に下の三角形で

∠ｘの線より下は６０＋ｂ

よって∠ｘ＝３５＋∠ａ＋∠ｂ＋６０＝３５＋６０＋５０＝１４５°

５０

はその隣にない二つの内角の和に等しいので
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∠ａ＋∠ｂ＋３５＋６０＋５０＝１８０

∠ａ＋∠ｂ＝１８０－３５－５０－６０＝３５

∠ｘ＝１８０－３５＝１４５°

平行四辺形を書く。

平行四辺形の向かい合う角は等しいので

反対側に５０° ができて
３６０－５０× ２

２

１３０－３５＝９５

１３０－６０＝７０

９５＋７０＋５０＝２１５

＝
２６０

２

四角形の内角の和は３６０° なので

３６０－２１５＝１４５°

＝１３０

平行線を２本ひくと

∠ｘ＝３５＋５０＋６０＝１４５°

錯角と同位角により
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図形を裏返して二等辺三角形を作ると

六角形の内角の和は１８０× ４＝７２０° だから

∠ｘ＝
７２０－（８０＋１４５＋１４５＋６０）

２
＝
２９０

２
＝１４５°

二等辺三角形を作ると頂角５０° なので

底角は

四角形の内角の和は３６０° なので

∠ｘ＝３６０－３０－６５－１２０＝１４５°

１８０－５０

２
＝
１３０

２
＝６５°

∠ｘ＝５０＋３５＋６０＝１４５°
平行線を２本引くと 錯角なので


